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1. はじめに 

鉄道と道路は、共に社会的に重要なインフラであり、

その交差部の維持管理は、社会にとっても両者にとって

も非常に重要である。特に線路を跨いでいるこ線道路橋

の耐震補強は、地震発生時や復旧時に、鉄道と道路を継

続的に機能させるために重要かつ喫緊の課題であり、し

かも、それぞれの機能を充分に維持しながら安全に効率

的に施工しなくてはならない。 

2. 施工概要 

今回の施工は、新幹線２線、在来幹線４線、貨物線

６線を跨ぐ幹線道路の橋脚２基（Ｐ１とＰ２）を、鉄筋

を配筋し、ポリマーモルタル吹付４層により耐震補強す

るものである。鉄筋は、Ｐ1橋脚の主筋がＤ３８、Ｐ２

橋脚の主筋はＤ５１。帯鉄筋はＤ２５を使用する（Ｐ２

橋脚の総鉄筋量は約４７ｔ）。また、劣化対策として４層

目の上に表面保護工を施す。 

また、現場は各関係個所の様々な制約が多く、Ｐ２橋脚について

は、特に新幹線や在来幹線に非常に近接（最小１ｍ）しており、ま

たこ線道路橋の桁により空頭制限（４.４ｍ）も受けている。更に在

来幹線の施工基面は新幹線より約１.５ｍの高く、フーチングまでの

掘削を行うため、列車影響範囲の関係から仮土留め工（親杭：３０

０Ｈ鋼×９.６ｍ）を施工する必要があり、低空頭杭打機と総重量約

３８ｔの親杭の搬入を行うこととなった。 

3. 課題と対策 

機械や材料の運搬や施工については、概ね、

1.貨物線、在来幹線側からの仮踏切使用。2.新

幹線や在来幹線の保守用車使用。3.上部幹線道

路使用。で検討を行った。 

仮土留工については、施工性等から仮踏切を

敷設することとした。杭打機はキ電線や空頭制

限により低空頭ＣＨＶ３０００を選定したが、 
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写真- 1 現場平面 

仮土留 

図- 2 現場断面図 

 写真- 2 現場側面 

図-１ 耐震補強概要 
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図- 6 吹付工圧送経路 

 

図- 5 吹付工圧送距離 

全長が１１.５ｍもあり、在来上下線や貨物の線閉間合

い等を確保し、回転時支障物等を一時撤去して搬入を行

った。また、親杭に関しては一本を４分割して安全に施

工した。しかし、硬質地盤でもあり 1月以上余分に手間

取ることとなった。なお、１０線をも跨ぐ仮踏切につい

ては、重機使用や工期もあり設計確認を行った。 

 Ｐ２橋脚の鉄筋については、保守用車の運用や線路容

量等が厳しい中、調整を繰り返し、積載方法等を工夫し

て、最大重量９５Ｋｇ／本、総重量約４７ｔの鉄筋を、

新幹線の夜間作業時間帯に保守用車５回にて効率的に

無事運搬を完了した。更に帰りにコンクリート等の発生

品を運搬、新幹線の夜間保守システムを活用して施工性

を向上、仮土留工の遅延も取り戻すことができた。  

 吹付工に関しては、リスク回避から圧送距離を３０ｍ

以内と設定、材料の管理投入の効率性から、ＰⅠ橋脚外

側の道路の東京方、大阪方にプラントを順次移動、新幹

線線路下を浮き上りを防止した配管により圧送し吹付

した。また、夏季においては、業務用大型冷蔵庫にて材

料を冷やしＰ２橋脚側にも中継用圧送機を用意した。    

 また、現場の作業スペース付近には多くの重要ケーブ

ル類があり、損傷や作業支障する可能性のあるものは、

各系統と調整、移設できるものは移設。それ以外は防護

を実施してもらった。 

 更に、Ｐ２橋脚の新幹線側は、約１ｍのスペースしか

なく、作業足場は日々架け払いを余儀なくさせられた。

建築限界と列車走行時の安全安定性を考慮し一段目だ

けは常設とし、作業手順等工夫し効率的に行った。 

４．おわりに 

今回は、多くの近接関係個所の構造的や

機能的な制約があり、懸案の施工困難箇所で

あったが、各所と綿密な調整計画を行い、各

所の利点の協力も得て工事を完遂できた。新

幹線保守用車の資材運搬は日常的作業で、通

常業務や保守用車等の運用、ダイヤとの都合

がつけば、重量物の近接大量輸送が可能であ

り安全で効率的である。ただ、全てをこれに

頼ることも出来ず、各作業の特質からも、より最適な方法をベストミックスすることが重要である。また、

新幹線のような作業時間帯設定や維持管理体制は合理的である。産官学の協力体制も非常に重要だが、軌道

と土木、在来線と新幹線等、分業専業化により発展してきた各技術のベストミックスが今後も大切となる。 

図- 3 断面位置関係 

 

図- 4 仮踏切重機搬入 
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